
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

【
東
由
利
小
・
中
学
校
合
同

駅
伝
大
会
】

10
月
18
日(

水)

、
げ
ん
き
館
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
と
し
て
、
第

３
回
東
由
利
小
・
中
学
校
合
同
駅
伝

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
前
は
曇
り
が
ち
だ
っ
た
空

も
、
ス
タ
ー
ト
後
は
晴
天
に
。
気
持

ち
の
い
い
秋
空
の
下
、
小
中
学
生
は

元
気
に
駆
け
抜
け
て
お
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
が
ん
ば
る
姿
に
、

沿
道
で
は
、
保
育
園
児
や
高
齢
者
施

設
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
方
な
ど
、
６

０
０
人
近
い
方
々
が
声
援
を
送
っ
て

お
り
ま
し
た
。
あ
た
た
か
い
声
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
教
育
学
習
課
）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
を
開
催

し
ま
す

▼
日
時

11
月
27
日
（
月
）

13
時
～
15
時

▼
会
場

東
由
利
総
合
支
所

２
階

▼
テ
ー
マ
・
内
容

講
話
と
実
技

【
転
倒
予
防
】

～
転
ば
な
い
た
め
の
筋
力
づ
く
り
～

▼
講
師

齋
藤

真
弓

氏

（
シ
ニ
ア
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
対
象
者

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
必
要
な
も
の

動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、
タ
オ
ル
、

水
や
お
茶
、
血
圧
手
帳

▼
申
込
み

市
民
福
祉
課
（
69-

２
１
１
８)

に
、

11
月
20
日
（
月
）
ま
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
会
場
ま
で
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方

は
申
込
み
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。（

市
民
福
祉
課

69-

２
１
１
８
）
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秋
の
「
彩
り
」
を
満
喫
！

「
秋
の
八
塩
登
山
」

市
観
光
協
会
東
由
利
支
部
で
は
、
10

月
21
日
（
土
）
に
「
秋
の
八
塩
登
山
」

を
実
施
し
、
秋
田
市
な
ど
市
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
39
人
の
参
加
者
が
色
づ
き
始

め
た
八
塩
山
を
満
喫
し
ま
し
た
。

前
日
か
ら
降
り
続
け
た
雨
が
嘘
の
よ

う
に
、
登
山
開
始
に
合
わ
せ
て
雨
が
上

が
っ
た
こ
の
日
は
、
登
山
日
和
と
な
り
、

前
平
登
山
口
よ
り
出
発
。

「
黄
桜
の
里
ひ
が
し
ゆ
り
案
内
人
」

の
協
力
の
下
、
八
塩
山
に
生
息
す
る
植

物
や
山
野
草
の
紹
介
を
交
え
な
が
ら
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

風
ぴ
ら
コ
ー
ス
で
下
山
を
開
始
し
、

途
中
、
「
ブ
ナ
の
巨
大
コ
ブ
」
を
経
由
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
ブ
ナ
に
触

れ
、
登
山
の
疲
れ
を
癒
や
す
パ
ワ
ー
を

感
じ
と
っ
た
様
子
で
し
た
。

鳥
居
の
沢
登
山
口
に
下
山
し
、
八
塩

い
こ
い
の
森
を
訪
れ
る
と
、
秋
に
も
か

か
わ
ら
ず
花
開
い
た
「
桜
」
が
咲
い
て

お
り
、
そ
の
珍
し
さ
に
目
が
釘
付
け
。

登
山
の
心
地
よ
い
汗
と
秋
の
色
づ
き

始
め
た
紅
葉
、
そ
し
て
秋
の
「
桜
」
を

楽
し
ん
だ
、
良
き
登
山
と
な
り
ま
し
た
。

森
に
親
し
も
う

第
８
回

里
山
ス
ク
ー
ル

～
主
催

東
由
利
林
業
懇
話
会
～

10
月
17
日(

火)
と
25
日(

水)

の
２
日

間
、
東
由
利
地
域
の
保
育
園
や
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
身
近
に
あ

る
里
山
で
の
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、

地
域
の
里
山
の
働
き
に
興
味
を
抱
い
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
野
田
地
区
の

山
遊
庭
の
森(

所
有
者

阿
部
重
助
氏)

で
、
東
由
利
林
業
懇
話
会
主
催
の
体
験

型
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、

初
め
て
体
験
す
る
内
容
で
も
あ
り
、
始

め
は
戸
惑
い
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

す
ぐ
に
コ
ツ
を
つ
か
み
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
で
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

各
日
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

【
10
月
17
日(

火)

】

◇
参
加
者

永
慶
保
育
園
・
み
ど
り
保
育
園

◇
内
容

収
穫
体
験(

ア
ケ
ビ
、
キ
ノ
コ)

・
森

の
観
察
・
ス
カ
ン
ポ
笛
作
り
・
紙
芝
居

【
10
月
25
日(

水)

】

◇
参
加
者

東
由
利
小
学
校
３
・
４
年
生

◇
内
容

枝
打
ち
、
下
刈
り
・
山
遊
庭
の
森
林

観
察(

講
師
：
寅
田

敏
雄
氏)

・
キ
ノ

コ
収
穫
体
験

東
由
利
林
業
懇
話
会
で
は
、
以
上
の

よ
う
な
活
動
の
ほ
か
、
森
林
に
関
す
る

勉
強
会
や
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
な

ど
林
業
振
興
や
森
林
保
全
に
係
る
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
森
づ

く
り
に
一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

ご
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
：
東
由
利
林
業
懇
話
会

会
長

畠
山

卓
三

℡

69-

２
２
６
８

「
患
者
輸
送
事
業
」
運
行

方
法
変
更
の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
ま
で
12
自
治
会
を
運
行

し
て
お
り
ま
し
た
患
者
輸
送
バ
ス
の
対

象
区
域
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
10
月
よ

り
開
始
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

路
線
と
重
複
す
る
区
域
を
見
直
し
、
平

成
29
年
４
月
か
ら
は
、
大
台
、
祝
沢
、

茂
沢
、
松
柴
、
新
沢
の
５
自
治
会
を
対

象
に
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
ま
で
の
状
況
か
ら
、

11
月
よ
り
事
前
申
し
込
み
を
受
け
た
上

で
運
行
す
る
か
た
ち
に
変
更
い
た
し
ま

す
。皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

(

市
民
福
祉
課

69-

２
１
１
８)

枝打ち作業、がんばっています

案内人の解説に耳を傾ける皆さん



東
由
利
芸
文
協
主
催
・
芸

術
鑑
賞
会
『
ジ
パ
ン
グ
青

春
記
』
観
劇
の
ご
案
内

東
由
利
芸
術
文
化
協
会
主
催
に
よ

る
芸
術
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

11
月
25
日
（
土
）

▼
内
容

た
ざ
わ
こ
芸
術
村
わ
ら
び
座

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル｢

ジ
パ
ン
グ
青
春
記｣

観
劇10

時
30
分

東
由
利
総
合
支
所
出
発

12
時
～
13
時
30
分

昼
食
・
休
憩

（
芸
術
村

ゆ
ぽ
ぽ
ホ
テ
ル
棟
内
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

観
劇
他

17
時
30
分

東
由
利
総
合
支
所
着

▼
参
加
料

４
千
円(

昼
食
代
含
）

当
日
、
徴
収
し
ま
す
。

▼
定
員

30
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
締
切

11
月
15
日(

水
）
ま
で

東
由
利
教
育
学
習
課
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

（
教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０
）

みどり保育園からのお知らせ

ジャグリングショー開催！

プロのパフォーマーによるジャグリング

ショーが行われます。無料でどなたでもご

覧いただけますのでぜひお出でください。

▼日時 11月９日（木） ９時

▼場所 みどり保育園

（みどり保育園 69-２１３１）

コラム 東由利の文化のお宝

東由利のしめ張り

少し前になりますが、８月20日に須郷で行われた「しめ

張り」が、新聞で大きく紹介されました。しめ張りとは、

わらを用いた様々な注連縄や飾りを集落の端などに飾り付

ける行事で、かつては各地でみられた風習でした。わら文

化の衰退などで、秋田県内でも一部地域でしか見られなく

なりましたが、東由利は県内で最も良好に伝承され、貴重

な習俗として平成23年に「秋田県記録選択無形民俗文化財」

になっています。

須郷・土場沢・葎沢のわら大蛇、須郷田・五海保の鬼の

しめ張りが著名ですが、他の集落でも個性的な飾りが見ら

れます。こうした習俗は集落の外から悪いものが入ってこ

ないよう願う魔除け信仰ですが、代表格といえる蛇は、お

それつつも水神の象徴とされてきた生き物であり、農作の

成功を祈願したものともいわれます。わら大蛇は東由利以

外の市内では子吉・大浦・岩谷麓、市外ではにかほ市赤

石・大曲などでしかみることができなくなりました。

他地域の人からみるとしめ張りは大変目を引き、農村の原風景を思い起こさせます。

東由利を象徴する文化として誇りにしていきたいものです。

須郷のわら大蛇



1 水
第１４０回秋田県種苗交換会
（10/31～11/６）

2 木
3 金
4 土

5 日
秋の防災訓練（田代地区）
秋の火災予防週間（～11日）

6 月
7 火
8 水
9 木
10 金

11 土 秋の火災予防週間最終日

12 日
小松耕輔音楽兄弟顕彰市民
音楽祭

13 月
14 火 あきた総合家畜市場

15 水
16 木
17 金
18 土
19 日
20 月
21 火
22 水
23 木
24 金
25 土
26 日
27 月
28 火
29 水
30 木

冬
季
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

交
流
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き

11
月
22
日(

水)

、
29
日(

水)

、

12
月
6
日(
水)

19
時
30
分
開
始

▼
と
こ
ろ

東
由
利
体
育
館

▼
対
象

市
内
に
居
住
、
ま
た
は
市
内

企
業
に
勤
務
す
る
方

▼
規
則

東
由
利
版
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル

に
よ
る(

８
人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル)▼
参
加
料

１
チ
ー
ム
１
，
０
０
０
円

▼
締
切

11
月
13
日
（
月
）
正
午

▼
申
込
・
問
合
せ

教
育
学
習
課

電
話

69-

２
３
１
０

FAX

69-

２
０
３
９

公
民
館
図
書
室
か
ら
の
お

知
ら
せ

晩
秋
の
季
節
、
読
書
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
公
民
館
図
書
室
へ
県
立
図
書
館
か

ら
次
の
４
種
、
１
２
８
冊
の
本
が
届
き

ま
し
た
。
お
一
人
10
冊
ま
で
、
15
日
間

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
（
２

０
１
７
）

24
冊

○
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
映
画
等
の
原
作
本

29
冊

○
受
賞
作(

芥
川
賞)

を
読
む

36
冊

○
大
活
字
本
（
読
み
や
す
い
大
き
な
文

字
）

39
冊

（
東
由
利
公
民
館

69-

２
３
１
１
）

市
民
音
楽
祭

バ
ス
運
行
の
お
知
ら
せ

11
月
12
日
（
日
）
に
カ
ダ
ー
レ
で
開

催
さ
れ
る
「
小
松
耕
輔
音
楽
兄
弟
顕
彰

第
25
回
由
利
本
荘
市
民
音
楽
祭
」
（
12

時
30
分
開
演
）
行
き
の
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。
前
回
支
所
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
座
席
に
余
裕
が
あ

り
ま
す
の
で
、
バ
ス
乗
車
希
望
の
方
は

11
月
６
日
（
月
）
ま
で
教
育
学
習
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０
）

八
塩
い
こ
い
の
森
営
業
終

了
の
お
知
ら
せ

今
シ
ー
ズ
ン
の
八
塩
い
こ
い
の
森
各

施
設
の
営
業
（
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
内
、

黄
桜
食
堂
を
含
む
。
）
は
、
11
月
５
日

（
日
）
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
利
用
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
産
業
課

69-

２
１
１
６
）

納
期
限
の
お
知
ら
せ

国
保
税
第
⑤
期

納
期
限

11
月
30
日
（
木
）

※
市
税
・
国
保
税
の
納
付
は
、
便

利
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す
。


